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研究成果の概要：本研究は養育者の養育スキルの向上や子どもの破壊的行動の減少に効果的であり、日本でも病
院や児童相談所等で実施されている親子相互交流（Parent-Child Interaction Therapy；PCIT）の治療中断に関
する要因を検討するために実施された。システマティックレビューにより、国内外で示唆されてきたPCITの中断
率や中断要因が抽出した。養育者の心理状態等の養育者関連の要因と親子を取り巻く心理社会的要因の影響が示
唆されたことから、養育者の心理評価や発達特性評価、子どもの発達特性評価や行動上の問題の評価、また、親
子の関係評価を治療中に実施し、治療完遂・中断に影響する要因を検討した。

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はPCITの最大の課題である中断率の高さを改善するために、システマティックレビューから治療中断に影
響があると示唆された養育者の心理状態や発達特性、子どもの問題行動や発達特性、また親子の心理社会的要因
を評価し、治療要因の特定を検討した。本邦ではこれまでに中断要因は明らかにされていないことから、他国・
他文化との共通した中断要因や、日本特有の中断要因が明らかになることで、国際的な知見を広げることに留ま
らず日本での臨床においても学術的・社会的に意義があると考えられる。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
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１．研究の目的 
 
本研究は、児童虐待などの不適切な養育をする養育者や発達障害を持つ子どもに対しての養育
などで困り感のある養育者に対し、児童相談所や医療機関などで幅広く実施されている、親子
相互交流療法（Parent-Child Interaction Therapy；PCIT）の治療中断に関する要因を検討す
ることを目的として実施された。 
PCIT は、アメリカで開発された 2歳〜7 歳の破壊的行動のある子どもを対象とする親子行動療
法であり、養育者の養育スキルの向上や子どもの行動上の問題の減少に効果的である一方で、
治療の中断率が約 30％〜80％とばらつきもあるが高い。国外では高い治療中断率を改善するべ
く、治療中断要因の検討研究などが実施されてきたが、社会/文化による差違も認められており、
国内での治療中断要因は明らかになっていないことから、日本においての治療中断要因の検討
を試みた。 
 
２．研究成果 
 
本研究は、養育者の養育スキルの向上や子どもの行動上の問題の減少に効果的である親子相互
交流療法（PCIT）の治療中断に関する要因を検討するために実施された。まず、国内外の文献
から PCIT と中断率・中断要因に関するシステマティックレビューを実施し、これまでに示唆さ
れた中断要因の抽出を行った。その結果、養育者の心理状態などの養育者関連や、親子の心理
社会的関連による影響があることが示唆された。 
システマティックレビューに基づき、母親の心理評価・発達特性評価や、子どもの行動上の問
題の評価・発達特性評価、また、親子のボンディングや親子の心理社会的状態の評価を、治療
前に留まらず、治療経過においても評価した。より多くの親子の評価をするべく、愛育クリニ
ック（東京都）でのデータ取得体制に加え、国立精神・神経医療研究センターでのデータ取得
体制を確立し、データ取得を開始した。本研究に基づき、データ取得を継続することで、初期
脱落、治療後期脱落の要因を更に明らかにしうると考えられる。 
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